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・背景➀－2025年大阪・関西万博を見据えて
 大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」

■名称：２０２５年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）

■テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン

■サブテーマ： Saving Lives（いのちを救う）Empowering Lives（いのちに力を与える）

Connecting Lives（いのちをつなぐ）

■コンセプト： People's Living Lab（未来社会の実験場）

■会場：夢洲(ゆめしま)（大阪市此花区）

■開催期間：2025年4月13日（日曜日）～10月13日（月曜日）184日間

■想定来場者数：約2,820万人

大阪・関西万博では、会場をカーボンニュートラルやデジタル技術の活用、次世代モビリティ

など未来社会を感じられる先端技術と社会システムを実装・実証する「未来社会のショーケー

ス」とすることを目指します。



・背景➀－2025年大阪・関西万博を見据えて

「未来社会のショーケース」

コロナ禍を乗り越えた先の新時代の国家プロジェ
クトとして、例えばカーボンニュートラルやデジ
タル技術の活用、次世代モビリティなど、2025年
以降の未来を感じさせる次世代技術の実証と2025 
年にふさわしい先端技術の実装を目指します。

（出典：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会）

→けいはんなサテライト会場の可能性



・背景②－民間資金で次世代型交通システム（横浜市）
－都市型循環式ロープウェイ(泉陽興業)



・次世代型交通システム
－都市型循環式ロープウェイ(泉陽興業)



・次世代型交通システム
－都市型循環式ロープウェイ(泉陽興業)



・提案➀－近鉄けいはんな線 延伸計画

大阪・関西万博を見据えて、近鉄けいはんな線
の延伸計画の動向に注目が集まっている。

近鉄けいはんな線と近鉄京都線をつなぐ「学研
登美ヶ丘駅～近鉄新祝園駅又は高の原駅」。大
阪・関西万博で注目。

※２００４年１０月８日の近畿地方交通審議会
答申第８号では、中長期的に望まれる路線とし
て盛り込まれている。



・次世代型交通システム－ Zippar(自走式)

・Zip Infrastructure株式会社



・海や都会を往来できる
慶応大学 須知学生社長
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60億円
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105億円



・提案②－片奈連絡線計画

北陸新幹線松井山手駅設置に伴って、新駅へ
の鉄道アクセスネットワーク化

びわこ京阪奈線（片奈連絡線）構想の復活。
「松井山手～長池～宇治田原～信楽」区間を
つなぐ。

※2004年（平成16年）10月8日「近畿地方交通
審議会答申第8号」おいて、びわこ京阪奈線と
して検討対象とされたものの、答申には盛り
込まれず。



城陽市東部丘陵地
グリーンフィールド型の新規開拓ゾーン

 420haの土地に、約30名程度の地権者。まとまった土地利用が図りやすい。

 2024年春、新名神高速道路全線開通。インターチェンジも開設される。

 五里五里の里=京都20キロ、奈良20キロ、大阪(関空)86キロ、名古屋(セントレア)155キロ。

 高度経済成長期より関西の砂利供給地。ダンプ公害、産廃不法投棄など負の歴史も。

 関西学術研究都市へも高速道路にて約15分程度でつながっている。

(新名神・城陽スマートインター～城陽JC～京奈和・精華学研)



企業誘致等が進み始めている

 東部丘陵地長池先行地域（城陽スマートインター付近）

2024年春ː三菱地所アウトレットモール開業予定。※敷地約26万㎡・店舗約3万㎡(150店舗)

 東部丘陵地青谷先行地域（宇治田原インター付近）

2024年春ː伊藤忠商事大型物量拠点営業開始。

トラックの自動隊列走行実験拠点も(国交省)※敷地約12万㎡。

「関西（城陽）～中京（豊田）～関東（海老名）」

 京都府立木津川運動公園北側ゾーン（城陽スマートインター付近）

2024年春開業に向けて官民連携のよる公園整備検討中。

※敷地約19万㎡。既に平成26年に南側ゾーンは供用開始（13万㎡）。







・次世代型交通システム－①Zippar



・次世代型交通システム－①Zippar



・次世代型交通システム
－②エコライド(泉陽興業)



・次世代型交通システム
－②エコライド(泉陽興業)



・次世代型交通システム
－②エコライド(泉陽興業)


